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廣

田

紀

男

く

ん

は

高

校

時

代

か

ら

の

友

人

の

一

人

。

私

の

周

囲

で

は

最

も

ユ

ニ

ー

ク

な

経

歴

の

持

ち

主

だ

。 

慶

応

大

学

の

英

文

科

を

卒

業

後

、

雑

誌

記

者

と

し

て

世

に

出

た

が

、

や

が

て

将

来

に

展

望

な

し

と

判

断

し

て

進

路

を

大

き

く

変

え

る

。

次

に

選

ん

だ

の

は

プ

ロ

の

将

棋

指

し

。

大

阪

の

高

島

八

段

の

門

下

生

と

な

り

将

棋

道

を

邁

進

。

四

段

ま

で

は

ス

イ

ス

イ

と

進

ん

だ

。

あ

る

日

、

神

戸

か

ら

来

た

奨

励

会

の

少

年

と

対

局

し

て

惨

敗

。

小

学

生

に

負

け

た

こ

と

に

前

途

を

悲

観

し

て

将

棋

界

か

ら

足

を

洗

う

。

こ

の

少

年

こ

そ

が

後

の

強

豪

、

谷

川

浩

二

永

世

名

人

だ

っ

た

と

い

う

。 

 

次

は

何

故

か

医

師

に

挑

戦

。
全

く

ゼ

ロ

か

ら

の

ス

タ

ー

ト

だ

っ

た

が

、

鹿

児

島

大

学

医

学

部

に

入

り

な

お

し

て

猛

勉

強

。

更

に

、

ア

メ

リ

カ

の

カ

ン

ザ

ス

大

学

に

留

学

し

研

鑽

を

積

ん

だ

。

帰

国

し

て

、

栃

木

の

自

治

医

大

病

院

に

職

を

求

め

、
病

理

学

の

分

野

で

頭

角

を

現

わ

す

。
そ

し

て

、

六

十

近

く

な

っ

て

独

立

し

、

病

理

学

研

究

所

を

設

立

。

現

在

、

二

十

名

近

く

の

所

員

を

抱

え

、

所

長

と

し

て

活

躍

し

て

い

る

。

 

 

彼

の

趣

味

が

ま

た

凄

い

。

木

工

細

工

と

化

石

の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

だ

。

栃

木

の

自

宅

近

く

に

自

前

の

木

工

所

を

保

有

し

、

テ

ー

ブ

ル

や

椅

子

、

更

に

は

手

の

込

ん

だ

箪

笥

ま

で

自

分

で

作

る

。 

化

石

の

方

は

も

っ

と

驚

く

。
日

本

で

の

展

示

即

売

会

だ

け

で

は

な

く

、

世

界

各

地

に

化

石

を

求

め

て

旅

を

す

る

。

集

め

た

化

石

は

数

百

点

。

中

に

は

値

段

の

つ

か

な

い

貴

重

な

も

の

も

あ

る

。

研

究

所

の

隣

に

あ

っ

た

パ

ブ

を

買

い

取

っ

て

ギ

ャ

ラ

リ

ー

に

改

造

し

、

そ

こ

に

集

め

た

化

石

を

展

示

し

て

い

る

。

立

派

な

『

廣

田

化

石

博

物

館

』

で

あ

る

。

こ

こ

ま

で

来

る

と

、

趣

味

を

通

り

越

し

て

病

膏

肓

に

入

っ

た

感

が

あ

る

。 

そ

の

廣

田

く

ん

が

研

究

所

創

立

十

五

周

年

の

パ

ー

テ

ィ

を

開

催

す

る

と

い

う

。

場

所

は

宇

都

宮

グ

ラ

ン

ド

ホ

テ

ル

。

鮫

島

男

爵

邸

の

跡

地

に

建

て

ら

れ

た

、

敷

地

二

万

坪

を

誇

る

老

舗

ホ

テ

ル

だ

。 

 

師

走

の

慌

し

い

最

中

、

万

障

繰

り

合

わ

せ

て

出

向

い

た

。

華

や

か

な

雰

囲

気

が

好

き

な

廣

田

く

ん

の

気

持

ち

を

汲

ん

で

、

同

窓

生

の

元

美

女

二

人

を

誘

い

、

木

枯

ら

し

の

吹

く

東

北

自

動

車

道

を

飛

ば

し

た

。

土

曜

の

夕

方

、
慌

し

い

時

間

の

出

発

だ

っ

た

が

、
道

中

大

し

た

渋

滞

も

な

く

、
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二

時

間

ほ

ど

で

ホ

テ

ル

に

到

着

し

た

。 
 

 
翌

朝

は

素

晴

ら

し

い

青

空

。
名

高

い

庭

園

を

三

人

で

少

し

散

策

し

た

。 

広

大

な

庭

を

覆

う

芝

生

は

既

に

枯

れ

て

白

く

な

っ

て

い

た

が

、

全

面

に

冬

の

陽

を

浴

び

て

、

さ

さ

や

か

な

暖

か

さ

を

演

出

し

て

い

た

。

所

々

に

バ

ラ

ン

ス

よ

く

配

置

さ

れ

た

樹

々

が

そ

の

葉

を

様

々

な

色

に

変

え

て

、

そ

れ

ぞ

れ

の

自

己

主

張

を

し

て

い

る

よ

う

だ

。

薄

氷

の

張

っ

た

池

で

は

数

枚

の

モ

ミ

ジ

の

落

ち

葉

が

無

機

質

な

氷

の

表

面

に

彩

を

添

え

て

い

る

。

歩

を

進

め

る

た

び

に

足

元

で

砕

け

る

霜

柱

の

感

触

が

心

地

よ

か

っ

た

。 

 

パ

ー

テ

ィ

は

十

一

時

か

ら

始

ま

っ

た

。

会

場

の

大

ホ

ー

ル

に

は

十

人

掛

け

の

円

テ

ー

ブ

ル

が

ズ

ラ

リ

と

並

び

、

著

名

人

の

結

婚

披

露

宴

の

よ

う

な

雰

囲

気

。

出

席

者

は

ざ

っ

と

二

百

人

足

ら

ず

。

高

校

の

同

窓

生

は

我

々

と

も

う

一

人

、

四

人

だ

け

だ

っ

た

。 

正

面

の

舞

台

で

は

来

賓

の

挨

拶

で

幕

が

開

く

が

、

○

○

病

院

院

長

と

い

っ

た

肩

書

き

の

面

々

が

次

々

に

登

壇

し

、

同

じ

よ

う

な

話

が

長

々

と

続

く

。
い

い

加

減

退

屈

し

た

頃

、
本

日

の

メ

イ

ン

イ

ベ

ン

ト

と

な

っ

た

。 

米

澤

傑

氏

に

よ

る

オ

ペ

ラ

の

リ

ー

ト

と

カ

ン

ツ

ォ

ー

ネ

。

こ

の

方

は

廣

田

く

ん

の

後

輩

で

、
表

の

顔

は

鹿

児

島

大

学

医

学

部

教

授

。
同

時

に

、

著

名

な

オ

ペ

ラ

歌

手

で

も

あ

る

。「

天

は

二

物

を

与

え

た

」
と

マ

ス

コ

ミ

に

も

紹

介

さ

れ

る

だ

け

あ

っ

て

、

迫

力

あ

る

テ

ノ

ー

ル

に

コ

ン

サ

ー

ト

ホ

ー

ル

で

聴

い

て

い

る

よ

う

な

錯

覚

を

覚

え

た

。 

次

は

い

よ

い

よ

廣

田

く

ん

の

登

場

。

こ

れ

ま

で

の

華

麗

な

る

転

身

を

披

瀝

し

た

後

、

化

石

の

話

に

入

っ

た

。

正

面

に

は

ス

ク

リ

ー

ン

が

二

面

設

け

ら

れ

、

自

慢

の

化

石

の

写

真

が

次

々

に

パ

ワ

ー

ポ

イ

ン

ト

で

紹

介

さ

れ

る

。

大

方

の

来

客

に

は

あ

ま

り

興

味

は

な

さ

そ

う

だ

が

、

本

人

は

大

得

意

で

解

説

を

押

し

売

り

す

る

。

話

し

た

く

て

仕

方

な

い

の

だ

。 

こ

の

日

、
彼

が

力

説

し

た

化

石

は
『

ス

ト

ロ

マ

ト

ラ

イ

ト

』
。
こ

れ

は

、

二

十

億

年

以

上

前

の

地

球

上

に

誕

生

し

た

『

シ

ア

ノ

バ

ク

テ

リ

ア

』

と

呼

ば

れ

る

藻

の

一

種

が

、

光

合

成

を

繰

り

返

す

間

に

分

泌

す

る

粘

液

に

よ

っ

て

砂

な

ど

が

固

定

さ

れ

、

縞

模

様

の

岩

石

と

な

っ

た

も

の

。

彼

は 

こ

の

化

石

を

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

西

海

岸

の

シ

ャ

ー

ク

湾

ま

で

出

向

い

て

入

手

し

た

と

い

う

。

尚

、

こ

の

バ

ク

テ

リ

ア

に

よ

る

光

合

成

が

地

球

上

初

め

て

の

酸

素

を

創

り

だ

し

た

と

さ

れ

る

。

と

い

う

こ

と

は

、

我

々

の

生

命

の

起

源

も

二

十

数

億

年

を

遡

れ

ば

、

結

局

こ

の

化

石

に

た

ど

り

着

く

わ

け

だ

。 

一

時

を

過

ぎ

た

頃

に

漸

く

昼

食

の

ス

タ

ー

ト

。

食

事

の

間

も

各

種

の
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ア

ト

ラ

ク

シ

ョ

ン

が

あ

り

、

研

究

所

の

所

員

た

ち

が

登

壇

し

て

、

自

己

紹

介

、

花

束

贈

呈

、

カ

ラ

オ

ケ

な

ど

が

延

々

と

続

い

た

。 
最

後

は

廣

田

く

ん

が

ア

メ

リ

カ

留

学

時

代

の

想

い

出

を

歌

に

こ

め

て

『

テ

ネ

シ

ー

ワ

ル

ツ

』

を

熱

唱

。

彼

は

ロ

マ

ン

チ

ス

ト

で

も

あ

る

。 

お

開

き

は

四

時

半

。

五

時

間

を

超

え

る

大

パ

ー

テ

ィ

で

あ

っ

た

。 

「

今

日

は

よ

く

来

て

く

れ

た

。

あ

り

が

と

う

」 

 

帰

り

際

、

廣

田

く

ん

は

私

の

手

を

取

っ

て

感

謝

の

握

手

。

そ

の

力

強

さ

に

彼

の

真

意

を

感

じ

た

。 

 

遠

隔

地

に

暮

す

廣

田

く

ん

を

、

私

は

こ

れ

ま

で

陰

に

陽

に

サ

ポ

ー

ト

し

て

き

た

。

健

康

状

態

が

万

全

で

な

い

彼

へ

の

同

情

も

あ

る

が

、

何

と

い

っ

て

も

彼

の

人

生

を

大

き

く

変

え

る

こ

と

に

な

っ

た

二

度

の

決

断

に

心

か

ら

の

エ

ー

ル

を

送

り

た

い

気

持

ち

か

ら

だ

。 

 

自

己

顕

示

欲

の

強

い

廣

田

く

ん

は

自

身

の

自

叙

伝

を

出

版

し

た

い

と

強

く

望

ん

で

い

る

よ

う

だ

。

そ

の

執

筆

を

私

に

頼

み

た

い

と

い

う

が

、

こ

れ

は

お

断

り

し

て

い

る

。

が

、

出

来

る

こ

と

な

ら

書

い

て

み

た

い

と

い

う

の

が

本

音

で

あ

る

。

今

回

の

パ

ー

テ

ィ

に

参

加

し

て

そ

の

意

欲

は

ま

す

ま

す

強

く

な

っ

た

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

了

） 

  

〔

二

〇

一

二

年

十

二

月

記 

原

稿

用

紙

五

・

五

枚 

課

題

「

歴

史

」
〕 

 

「 ス ト ロ マ ト ラ イ ト 」 の 小 片 を  

研 磨 し た も の を お 土 産 に 戴 い た 。  

私 に は 化 石 の 価 値 は 分 か ら な い が 、  

2 0 億 年 以 上 昔 の 石 と い う こ と に  

ロ マ ン を 感 じ る 。  

地 球 が 誕 生 し て 4 5 億 年 。 そ の 半 分 を  

こ の 化 石 は 見 て き た こ と に な る 。  
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